
福島県男女共生センター事業実施状況 
（平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日） 

 

福島県男女共生センターでは、本県の男女共同参画をめざす拠点施設として広く県民に

利用されるよう機能の充実に努めるとともに、男女共同参画に関する様々な情報を発信す

る情報事業、男女の自立と社会参加を促進するための自立促進事業、自主的な交流を支援

する交流関連事業などを実施した。 

１ 管理運営事業 

男女共同参画社会実現のための実践的活動拠点として、センターの３つの機能（情報

機能、自立促進機能、交流機能）を十分発揮できるよう、効果的・効率的な施設の管理・

運営に努めたほか、原子力災害により避難された方に対し、避難により困難になってい

る地域コミュニティ活動の維持や地域生活における絆を深める活動を支援するため、宿

泊料助成を実施するなど、東日本大震災の被災地・被災者の支援に取り組んだ。 

また、多くの人々に親しまれ、利用しやすい施設を目指して、絵本コーナーなど親子

で利用できるスペースを設けているほか、研修室や宿泊室等施設設備の一部改修等の環

境整備を行い、利用促進に努めた。 

※平成２８年度 施設利用状況 別紙のとおり 

 

２ 情報関連事業 

男女共同参画についての情報、専門図書、資料などを収集・提供し、男女が新しいパ

ートナーシップを確立するための自己啓発及び活動等を支援した。 

また、情報ネットワークの充実を図るとともに、県外男女共同参画施設の協力を得て、

県外の避難者へも広報紙が閲覧できるようにしたほか、広く情報を発信した。 

(1) 情報事業 

ア 図書室運営 

図書室において、男女共同参画社会形成の促進に寄与する図書や資料等約４万点

を備え、閲覧及び貸出により利用に供した。 

内 容 ・購入図書・資料の選定 

 平成２８年度購入図書 ２５２冊、DVD ６点  

・図書・資料の収集、分類、整理 

 図書貸出利用者数   延べ ２，０６１人 

 図書貸出冊数     延べ ５，１３１冊 

・レファレンスサービス 延べ １，２６８件 

イ 情報提供 

センターの活動内容をはじめとする男女共同参画に関する情報を、ホームページ

及びメールマガジン(月１回発行)により提供した。 

内 容 ・図書室内情報コーナーインターネット利用者数 延べ ４５３人 

・センターホームページアクセス件数 延べ １８３，４４７件 



・センターメールマガジン配信件数（月１回） ８９０件 

（２９年３月末現在） 

ウ 広報活動 

男女共同参画の考え方や、センターの活動内容について、広報誌「未来館 NEWS」
を発行し紹介するとともに、県政広報その他各種媒体を活用し、普及啓発・周知を

図った。 

内 容 広報誌「未来館 NEWS」第５９号～６２号発行 各７，０００部 

 県内の図書館、公民館、高等学校、市町村担当課、各都道府県担当課、

全国の男女共同参画施設及び被災者支援団体などに送付 

(2) 調査研究事業 

男女共同参画社会の形成を推進するため、現状を把握し、問題解決への道を探るた

めの調査研究を行った。 

ア 地域課題調査・研究事業 

県内の男女共同参画を推進するために重要な地域の課題やその解決方法について

の調査・研究を公募したが採択研究はなかった。 

  イ 自主研究 

    センター事業を進める際の基礎資料となるデータを収集するための調査を行った。 

内 容 （１）「企業における男女共同参画に関する調査」 

※企業研修と共同で実施 

   県内企業における男女共同参画及び仕事と生活の調和に係る取

組状況について調査を行い、報告書を作成した。 

（２）「福島県男女共生センター主催人材育成関連講座受講生の追跡調

査」 

   当センター主催人材育成関連講座の受講生を対象に受講後の活

動（生活や仕事も含む）への変化について追跡調査を行い、報告書

を作成した。 

 

３ 自立促進事業 

(1) 普及啓発事業 

男女共同参画に関する講座や講演会などを開催し、男女平等に向けた意識変革をし

ながら、男女が互いに個人として自立し、責任を担う力をつけて共に社会参画できる

よう支援した。 

事業名 男女共生地域連携意見交換会 

対象者 自治体・企業の女性活躍促進担当者 

内 容 男女共同参画社会の実現に向け、県民の意識の譲成や地域特有の課題

等解決の糸口を探るため、企業の担当者と館長とが、意見交換を行った。 

（１）未来館トークサロン in 郡山 

開催日：平成２８年１１月９日（水） 

会 場：郡山市総合福祉センター 



内 容：企業における女性の活躍促進や男性の働き方の見直しなどを

テーマとし、互いの活動や取組等を話し合った。 

参加者：８名 

共 催：郡山市 

（２）未来館トークサロン in いわき 

開催日：平成２９年２月１日（水） 

会 場：いわき産業創造館 

内 容：企業における女性の活躍促進や男性の働き方の見直しなどを

テーマとし、互いの活動や取組等を話し合った。 

参加者：７名 

共 催：いわき市 

 

事業名 復興・防災と男女共同参画 

対象者 行政職員、地域防災グループメンバー等県民 

内 容 復興・防災活動に男女共同参画の視点が重要であることから、地域に

おける被災者支援活動や復興・防災の取組に関わる方たちを対象に、災

害・防災と男女共同参画に関する基礎知識習得等の内容の講座を実施し

た。 

（１）平成２８年７月２０日（水）  

 会 場：喜多方市役所 

 講 師：センター職員 

 内 容：実践事例による、復興・防災と男女共同参画に関する基礎知

識を学ぶ講義、グループワーク 等 

 参加者：２６名 

（２）平成２８年９月１５日（木）  

 会 場：会津若松市生涯学習総合センター「會津稽古堂」 

 講 師：センター職員 

 内 容：実践事例による、復興・防災と男女共同参画に関する基礎知

識を学ぶ講義、グループワーク等 

 参加者：１２名 

 ※会津若松市主催「きらめき女性塾」への出講 

（３）平成２８年１０月２３日（日） 

 会 場：新地町消防・防災センター 

 講 師：センター職員 

 内 容：実践事例による、復興・防災と男女共同参画に関する基礎知

識を学ぶ講義、グループワーク等 

 参加者：２８名 

 ※新地町主催「第１５回新地町男女共生のつどい」への出講 

 



事業名 未来館次世代スクールプロジェクト 

対象者 県内小学生、中学生、高校生 

内 容 県内小・中・高校と連携し、学級担任とセンター職員が一緒になって

授業案を練り上げ、互いの性と人権を尊重することの大切さや自分らし

さを発揮する大切さを考えるための連携授業を実施した。 

○連携授業 

（１）二本松市立小浜中学校 

開催日：平成２８年７月８日（金） 

参加者：２年生（２１名）、保護者（１３名）、教職員（３名） 

内 容：性別にとらわれない職業選択～講師との交流学習～ 

講 師：女性バス運転士、男性保健師 

（２）福島県立安達東高校 

 ・第１回 

開催日：平成２８年７月１日（金） 

参加者：２年生（６３名）、教職員（３名） 

内 容：デートＤＶの防止について 

講 師：センター職員 

 ・第２回 

  開催日：平成２９年１月１３日（金） 

  参加者：１年生（６３名）、教職員（２名） 

  内容：ジェンダーへの気づきと性別にとらわれない職業選択 

  講師：センター職員 

 ・第３回 

  開催日：平成２９年１月２０日（金） 

  参加者：３年生（６３名）、教職員（２名） 

  内容：ハラスメント防止について 

  講師：センター職員 

（３）三春町立岩江小学校 

 ・第１回 

  開催日：平成２８年１１月１５日（火） 

  参加者：６年生（２２名）、教職員（１名） 

  内容：～らしさについて考えよう 

  講師：センター職員 

・第２回 

  開催日：平成２８年１１月２５日（金） 

  参加者：６年生（２２名）、教職員（８名） 

  内容：～らしさについて考えよう 

  講師：センター職員 

○出前講座 



ふれあい合宿すぎのめこども宿（福島市杉妻学習センター） 

 開催日：平成２８年７月２１日（木） 

 参加者：合宿参加者（小学５、６年生２２名） 

 内 容：アサーティブなコミュニケーションについて 

 講 師：センター職員 

 

事業名 ふくしま WLB フォーラム 

対象者 県民 

内 容 多様な生き方を認め、職場・家庭・地域など様々な場面で豊かな生活

を送れるようにするため、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン

ス）を実現させている「イクボス」から、実践のためのコツとその具体

的な手法を学ぶための講演会等を実施した。 

開催日：平成２８年１２月１日（木）  

 講 師：川島 高之氏（NPO 法人ファザーリング・ジャパン理事、

NPO 法人コヂカラ・ニッポン代表、株式会社 K&Partners
代表取締役社長） 

 内 容：「秘訣を伝授！今からできる川島流ワーク・ライフ・バラン

ス実践録」 

 参加者：５５名 

 

事業名 女性への暴力防止啓発事業 

対象者 県民 

内 容 ソーシャルネットワークサービスを通して起こっている性暴力の実

態を知ることにより、若年女性への暴力防止の方法と生き方支援を学ぶ

ための講演会を実施した。 

開催日：平成２８年１１月１２日（土）  

 講 師：橘 ジュン氏（NPO 法人 BOND プロジェクト代表） 
 内 容：「スマホ・SNS と性暴力。女の子たちの生きづらさを、共

に考える。」 
 参加者：１６名 

 

事業名 未来館シネマ・アート発信事業 ※自主 

対象者 県民 

内 容 県民に広く訴えるために効果的な視聴覚的手法である映画の上映を

通じて「男女共同参画とは何か」を考える場を県民に提供するため、福

島こどものみらい映画祭の共催団体及び実行委員として企画・運営等を

実施した。 

「第８回福島こどものみらい映画祭」 

開催日：平成２８年１１月６日（日） 



参加者：１，０６８名 

会 場：白河文化交流観「コミネス」 

 

事業名 ふくしま女性活躍応援会議キックオフイベント 

対象者 県民 

内 容 「ふくしま女性活躍応援会議」で採択された「ふくしま女性活躍応援

宣言」の発表と記念講演「女性活躍推進が社会を変える～少子化・女性

活躍・大介護時代におけるイクボス式マネジメント～」を開催した。 

開催日：平成２８年７月２６日（火） 

参加者：２３１名 

出演者： 

内堀 雅雄（福島県知事） 

ふくしま女性活躍応援会議構成団体 

福島県商工会議所連合会、福島県商工会連合会、福島県中小企業

家同友会、福島県経営者協会連合会、福島県中小企業団体中央会、

福島県農業協同組合中央会、福島県漁業協同組合連合会、福島県

森林組合連合会、福島県医師会、福島県社会福祉協議会、福島県

建設産業団体連合会、アカデミア・コンソーシアムふくしま、日

本労働組合総連合会福島県連合会、福島県女性団体連絡協議会、

福島労働局、福島県市長会、福島県町村会、福島県男女共生セン

ター、福島県 
記念講演講師  

安藤 哲也氏（NPO 法人ファザーリング・ジャパン ファウン

ダー／代表理事） 

 

事業名 パネル展 ※自主 

対象者 県民 

内 容 ○男女共同参画週間パネル展「女性の活躍」 

男女共同参画週間（６／２３～６／２９）に併せて、福島県がまとめ

た「男女共同参画・女性の活躍促進に関する意識調査」の結果の一部を

わかりやすくまとめてパネルを作成、展示した。 

・開催日：平成２８年６月２３日（木）～６月３０日（木） 

 

 

(2) 研修事業 

男女共にその人権を尊重しつつ責任を分かち合い、個性と能力を発揮することがで

きる男女共同参画社会に向け、家庭や仕事、地域活動などの生活のあらゆる場面にお

いてその実現を阻害する固定的性別役割分担意識を解消するための事業や、男女のラ

イフスタイルや社会情勢の変化に伴い多様化する課題・ニーズに合わせ個人が自発的



に課題解決を図ることができるようにエンパワーメントする事業を開催した。 

 

事業名 未来館エンパワーメント塾 

対象者 働いている（これから働きたい）女性 

内 容 女性活躍を推進するため、女性が職場や地域でリーダーになることを

前向きに捉え、自身の能力・スキルに自信を持って活躍できるよう女性

の人材育成を図るためのセミナーを開催した。 
（１）「働き女子のごほうびセミナー～」 

○第１日 

開催日：平成２８年７月２日(土） 

参加者：２７名 

内 容： 

   「自己主張（アサーティブ）トレーニング」 

  講 師：藤平 裕子氏（ウィメンズハウスとちぎ、フェミニストカ

ウンセラー） 

○第２日 

開催日：平成２８年７月１６日（土）  

参加者：２１名 

協 力：女性就業支援全国展開事業 

内 容： 

「安心して働くために！これだけは知っておきたい女性のため

の労働法基礎」 

講 師：八巻 裕香氏（特定社会保険労務士） 

○第３日 

開催日：平成２８年８月２７日(土） 

参加者：２０名 

内 容： 

   「自己分析～まずは自分を知ることから」 

  講 師：星野 雅子氏（女性労働協会認定講師、日本サービスマナ

ー協会講師） 

○第４日 

開催日：平成２８年９月２４日(土） 

参加者：２０名 

内 容： 

   「私が管理職になった理由（ワケ）」 

  講 師：千葉 悦子（福島県男女共生センター館長、福島大学副学

長） 

セミナー参加者のネットワーク形成を支援するため、交流会を開催し

た。 



（２）「働き女子のごほうび交流会」 

開催日：平成２９年２月１１日（土） 

参加者：１５名 

 

事業名 男性のための男女共同参画基礎講座 

対象者 県民（男性） 

内 容 男性の生きにくさに焦点を当て、男性が自分らしい生き方について考

え、気づくきっかけとなる講座を開催した。 

講 演「男だって生きにくい～仕事も家庭もうまくいく生き方～」 

講 師：坊 隆史氏（臨床心理士、大阪経済大学大学院非常勤講師） 

開催日：平成２８年１０月１日（土） 

 受講者：１８名 

 

事業名 女性のチャレンジ応援講座 

対象者 就職・再就職を希望する女性（育児・介護などのために離職している

女性等） 

内 容 育児・介護などのために離職している女性等を対象に、これから仕事

を始めるための準備として役立つ知識や技術を習得する講座を開催し

た。 

講座名：「仕事から離れている女性のための準備セミナー」 

○第１回「自分と相手を知る」 

開催日：平成２９年３月９日（木） 

参加者：９名 

内 容：①講義・ワークショップ 

「自分の『強み』を知るワークショップ」 

    ②講義「ライフ・マネープランを学ぶ」 

    ③講義「企業が求める人材とは」 

講 師：①竹林 利佳氏（学習サロン「コセイ・スマイル」代表、キ

ャリアコンサルタント） 

②宍戸 美香氏（ファイナンシャルプランナー） 

③大束 庄栄氏（株式会社トーネット総務部長） 

○第２回「就職の心構えと職務経歴書の書き方」 

開催日：平成２９年３月１６日（木） 

参加者：６名 

内 容：起業までの心構えや準備等の講話、職務経歴書の書き方の指

導 など 

講 師：二本松職業安定所 統括職業指導官 松本 さつき氏 

 

 



事業名 教師のための次世代育成人権セミナー 

対象者 県内の教職員  

教育事務所並びに市町村教育委員会・男女共同参画推進部局の関係者 

内 容 教職員等を対象とし、人権や男女共同参画の正しい認識を深めるとと

もに、児童生徒への指導実践に資する講座を開催した。 

 開催日：平成２８年８月１７日（水） 

 参加者：１０名 

  内 容： 

  ○講義１「男女共同参画の基礎知識」 

講師：センター職員 

 ○講話２「公開授業実施の目的と授業づくりのポイント」 

  講師：岩淵 優子氏（県教育庁高校教育課指導主事） 

 ○講話１・２「公開授業実施から見えたこと、伝えたいこと」 

  講師１：小出 智義氏（郡山市立宮城中学校教諭） 

  講師２：鈴木 敦氏（県立安積高等学校教諭） 

 ○研究協議(特別活動部会、教科部会) 

    講師 

  【特活】菅野 浩智氏（県教育庁義務教育課指導主事） 

小出 智義氏（郡山市立宮城中学校教諭） 

    【教科】岩淵 優子氏（県教育庁高校教育課指導主事） 

鈴木 敦氏（県立安積高等学校教諭） 

 ※福島県教育委員会との共催事業として開催 

 

事業名 未来館健康講座 

対象者 県民 

内 容 働く女性や男性が心身ともに健康を保持・増進しながら、生涯にわた

って仕事と家庭の調和を図り、社会で活躍していけるよう、万病の原因

ともいわれる「冷え」を改善する健康講座を実施した。 

 開催日：平成２８年１０月２２日（土） 

 受講者：３４名  

 講 師：牧野 直子氏（管理栄養士・料理研究家） 

 内 容：「きょうからできる！食事で解消！！冬の冷え対策」 

 

 

事業名 未来館ボランティアセミナー 

対象者 県民 

内 容 （１）ボランティアセミナー 

ボランティアのスキルアップのため、コミュニケーションについて

学ぶ研修を実施した。 



  開催日：平成２８年１１月５日（土） 

  参加者：２３名 

  内 容：「外国人と Let’s  communicate!!」 

  講 師：大屋 直美氏（公益財団法人福島県国際交流協会交流員）  

（２）ボランティアのつどい 

ボランティアのより良い活動を考える場として、意見交換を行っ

た。 

  開催日：平成２８年６月１８日（土） 

参加者：１８名 

 

事業名 研修講師派遣事業 

対象者 県民 

内 容 市町村や市民団体等が実施する男女共同参画社会実現に向けた研修、

学習会等にセンター職員を派遣し、地域における取組を支援した。 

 職員派遣回数：７回（延べ参加者数２３４名） 

 

事業名 市町村男女共同参画担当者研修 

対象者 県民 

内 容 （１）市町村男女共同参画初任者研修 

開催日：平成２８年６月８日（水） 

参加者：２１名（１８市町村） 

内 容 

○基調講義「男女共同参画はなぜ必要か」 

講 師：千葉 悦子（男女共生センター館長） 

○県の取組等 

講 師：越坂 友哉氏（県生活環境部男女共生課主事） 

○復興と男女共同参画  

発表者：石原 浩樹氏（復興庁男女共同参画班参事官補佐） 

○福島県男女共生センター紹介（事業・施設案内） 

担 当：センター職員 

○NPO 法人 OYAKODO ふくしま活動紹介 
発表者：横田 智史氏（NPO 法人 OYAKODO ふくしま代表理事） 

○意見交換（グループトーク） 

（２）市町村男女共同参画担当者会議 

開催日：平成２９年１月２７日（金） 

参加者：２５名（２３市町村） 

内 容： 

○県からのお知らせ 

担 当：越坂 友哉氏（県生活環境部男女共生課主事） 



・市町村男女共同参画プラン策定状況 

・２８年度事業報告（県プラン改定等）、２９年度事業計画 等 

○市町村の取組紹介 

  報告者：佐藤 洋貴氏（伊達市市民生活部市民協働課主任主事） 

○講 演：「人気雑誌副編集長が伝授、女性のニーズはこうつかむ」 

講 師：井崎 彩氏（文藝春秋 『CREA』副編集長、元週刊文

春 Woman 編集長） 

※（１）、（２）とも福島県との共同主催。 

※（２）は、「男女共生を進めるための住民力向上事業」と併せて開

催した。 

 

事業名 男女共生を進めるための住民力向上事業 

対象者 市町村担当者、男女共同参画社会推進のために活動している団体・個人 

内 容 男女共同参画社会の推進のために地域で活動している、あるいは今後

活動しようとしている団体等を育成・支援するため、事業企画等に役立

つ講座を実施した。 
 開催日：平成２９年１月２７日（金） 

 参加者：５９名 

内 容： 

○講 演「人気雑誌副編集長が伝授、女性のニーズはこうつかむ」 
○講 師：井崎 彩氏（文藝春秋 『CREA』副編集長、元週刊文春

Woman 編集長） 
  ※市町村担当者会議と併せて実施 

 

事業名 未来館パソコン講座（有料） ※自主 

対象者 県民 

内 容 県民が、高度情報化社会で自立した個人として社会に参画していく一

助となるよう、スムーズなパソコン操作や基本的な情報収集・情報活用

方法を身につける講座を実施した。 

（１）じっくりパソコン入門講座 

  ・第１回（１２日間）                                         

   開講日：平成２８年６月２日（木）～２８日（火）の 

       火・木・金曜日 

   受講者：７名 

  ・第２回（１２日間） 

   開講日：平成２８年９月２７日（火）～１０月２８日（金）の 

       火・木・金曜日 

       ※１０月４日（火）、６日（木）は休講 

   受講者：９名 



（２）ワード基礎講座 

  ・第１回（６日間） 

   開講日：平成２８年７月５日（火）～１５日（金）の 

       火・木・金曜日 

   受講者：８名 

・第２回（６日間） 

開講日：平成２８年１１月８日（火）～１８日（金）の 

    火・木・金曜日 

   受講者：１０名 

（３）エクセル基礎 

  ・第１回（５日間） 

   開講日：平成２８年８月１８日（木）～２６日（金）の 

       火・木・金曜日 

   受講者：１０名  

・第２回（５日間） 

   開講日：平成２８年１２月１日（木）～９日（金）の 

       火・木・金曜日 

   受講者：７名 

 

事業名 コミュニケーション・スキルアップ講座（有料） ※自主 

対象者 県民 

内 容 男女共同参画社会を実現するために、自分らしさを大切にしながら他

の人とのより良い関係を築くためのコミュニケーション能力の向上に

資する講座を実施した。 

○コーチング講座 

  講 師：前田 文氏（アズ・コミュニケーション代表） 

（１）基礎編 

  ・第１回 

   開催日：平成２８年５月２８日（土）、２９日（日） 

   受講者：１６名 

  ・第２回 

   開催日：平成２８年８月６日（土）、７日（日） 

   受講者：１４名 

（２）ステップアップ編 

  （平成２２年度以降のコーチング講座受講者を対象） 

   開催日：平成２８年１０月２９日（土）、３０日（日） 

   受講者：６名 

（３）アサーティブ・トレーニング編 

  （平成２２年度以降のコーチング講座受講者を対象） 



   開催日：平成２８年１２月３日（土）、４日（日） 

受講者：９名 

 

事業名 企業研修 ※自主 

対象者 県内の企業 

内 容 企業における男女共同参画の推進とセンター利用の更なる充実を目

指して、県内企業における男女共同参画及び仕事と生活の調和に係る取

組状況について調査を行った。 

「企業における男女共同参画に関する調査」 

調査対象：県内の従業員１３人以上の事業所より１，５００社を抽出 

回収数：３１７件 

回収率：２１．１％ 

 

事業名 復興・防災と男女共同参画に関する人材育成事業 ※新規・自主 

対象者 自治体職員、社会福祉協議会職員 

内 容 「男女共同参画の視点からの防災研修プログラム」（内閣府男女共同

参画局作成）を用いて、地域における復興・防災における男女共同参画

の推進を担う人材育成研修を行った。 

（※県が、内閣府男女共同参画局「男女共同参画の視点からの防災研修

プログラム」試行実施団体に選考され実施した。） 

○第１回 

 開催日：平成２９年２月８日（水） 

参加者：１９名 

 講 師：後藤 至功氏（佛教大学福祉教育開発センター講師） 

○第２回 

 開催日：平成２９年２月１５日（水） 

会 場：福島県ハイテクプラザ会津若松技術支援センター交流室 

参加者：１３名 

講 師：浅野幸子氏（減災と男女共同参画推進センター共同代表） 

※内容は、第１回・第２回とも共通で以下のとおり。 

【セッション１】 座学 

災害に強い地域社会づくりのため、政策・方針決定過程への女性の参

画や男女共同参画視点が不可欠であることを学ぶ。 

【セッション２】 グループワーク 

被災時の課題を記したシチュエーションシートを用いてグループで

話し合う。 

【セッション３】 グループワーク 

男女共同参画視点からの防災について、行政における現在の課題や解

決策を話し合う。 



【まとめ】 

研修内容に触れながら男女共同参画視点の重要性を確認、振り返りの

意見交換やアンケート記入を行う。 

 

 (3) 相談事業 

男女が自立し、生き生きとして生きがいのある人生を送ることができるよう、日常

生活から生じる様々な問題や悩みに関する相談や、配偶者からの暴力(ドメスティック

バイオレンス)に関する相談及びこれらに関する情報提供を行った。 

事業名 一般相談 

対象者 県民 

内 容 性別にとらわれず生き生きと生きていくために、広く生活全般に係る

相談を行った。 

 相談内容：広く生活全般に関する相談 

       配偶者等からの暴力に関する相談 

      男性相談員による相談 

 相談方法：電話・面接 

 相 談 員：男女共生相談員（嘱託職員）２名、男性相談員１名 

 相談件数：１，０７１件 

 

事業名 専門相談 

対象者 県民 ※カウンセリングは女性限定 

内 容 法律問題や健康に関することについて、専門家による相談を行った。 

 相談内容：法律相談（月２回、各回２時間）相談件数 ２０件 

      健康相談「女性による女性のためのカウンセリング」 

（月２回、各回一人１時間程度） 

相談件数 １３件 

 相談方法：面接（予約制）  

 相 談 員：法律相談 弁護士 

       健康相談（カウンセリング） 女性臨床心理士 

 

事業名 チャレンジ支援相談 

対象者 内職や就業（再就職）を希望する女性  

内 容 内職希望者からの相談や内職求人受付、あっせんを行うほか、女性の

就業援助に関する相談、情報提供を行った。 

 相談方法：電話・面接 

  相 談 員：女性就業援助相談員（嘱託職員） 

 ※配置個所 男女共生センター及び県内３ヶ所（郡山、会津若松、い

わきの県地方振興局内）に相談コーナーを設置 

 相談件数：１，８４４件 



  内職あっせん者数：３１４名 

 

(4) 介護実習・普及センター事業 

高齢者介護の実習等を通じて、地域住民への基礎知識、介護技術の普及を図るとと

もに、「高齢化社会は国民全体で支えるもの」という考え方を地域住民に広く啓発する

事業を実施するほか、福祉用具の展示並びに住宅改修を含めた相談体制の整備等を行

った。 

事業名 介護実習・普及事業 

対象者 県民、介護専門職員 

内 容 介護の実習等を通じて、県民への介護知識、介護技術の普及を図るた

め、社会福祉法人福島県社会福祉協議会に業務を委託して各種講座等を

実施した。 

（１）県民介護講座の実施 

初級介護講座、認知症介護セミナー、介護ワンポイント講座、オー

ダーメイド介護講座、介護実技基本講座、認知症キャラバン・メイト

養成研修、認知症サポーターキャラバン市町村担当者研修 

  実施講座数：５２回、５２日 

  参加者数：１，４５８名 

（２）地域介護専門職員研修の実施（介護専門職員を対象） 

企画力アップ研修、相談援助面接研修、福祉用具研修、住宅改修研

修、排泄ケア研修 等 

  実施講座数：１４回、２８日 

  参加者数：３５０名 

（３）介護セミナー（介護の日記念フォーラム２０１６） 

  開催日：平成２８年１２月１０日（土）   

  参加者数：７０名 

  内容： 

①講演「元気なからだいつまでも～介護予防体操～」 

 講師：岡本 宏二氏（一般社団法人ふくしまをリハビリで元気

にする会理事長、一般社団法人日本作業療法士会広報部

広報委員長）  

②「介護」に関する県民参加企画 

運営協力：（一社）福島県介護福祉士会 

ア：「心と体をリフレッシュ！～癒やしのフットケア体験～」 

イ：「介護よろず相談コーナー」 

ウ：「介護ロボットを知ろう～介護の未来～」 

エ：「認知症を正しく知ろう（介護ワンポイント講座）」 

オ：「福祉のお仕事相談コーナー」 

（４）福島県介護研修事業検討委員会の開催 



  第１回：平成２８年１２月１５日（木） 

  第２回：平成２９年 ３月２３日（木） 

 

事業名 福祉用具・住宅改修普及支援事業 

対象者 県民 

内 容 （１）福祉機器展示室の運営 

福祉機器展示室において、各種用具を展示するとともに、福祉機器

企画相談員（嘱託職員２名）を配置し、一般県民からの福祉用具・住

宅改修に関する相談を受け、助言指導を行った。 

   来所者数：４，２８４名   

  相談件数：９０９件（相談内容件数１，０５９件） 

  相談内容：移動機器（２１５件）、パーソナルケア関連（１５０件） 

（２）福祉用具・住宅改修普及支援協議会の開催 

福祉用具・住宅改修の普及事業の円滑な実施を図るため、理学療法

士、作業療法士、建築士、福祉用具取扱業者、行政関係者からなる協

議会を開催し、優良な機器の選考・展示方法及び住宅改修相談等につ

いて検討を行った。 

  第１回：平成２８年１２月１５日（木） 

  第２回：平成２９年 ３月２３日（木） 

 

４ 交流関連事業 

(1) 交流関連事業 

県民が、主体的に男女共同参画についての問題に取り組む実践的活動拠点としての

機能を発揮するため、自主的な交流の場として男女共生センターを提供するとともに、

男女の平等と自立を目指す個人や様々な団体・グループ間の相互交流を促進するため

の事業を実施した。 

事業名 未来館ネットワーク推進プログラム 

対象者 県民 

内 容 男女共同参画社会の意識啓発を図るとともに、県民相互の交流を促進

するため、未来館ネットワーク推進プログラム（未来館フェスティバル）

を開催した。 

 開催日：平成２８年９月１０日（土）・１１日（日） 

 参加者：延べ２，６９０名 

 内 容 

（１）シンボルイベント（１１日） 

   内 容：講演「『居場所』のない男、『時間』がない女 ～生き

にくい世の中を変えるために～」 

   講 師：水無田 気流氏（詩人・社会学者、國學院大學経済学部

教授） 



   参加者：２００名 

（２）未来館ネットワークカフェ（１０日） 

   内 容：県内の団体、自治体職員等による情報交換、交流 

   参加者：４３名 

（３）県民参加企画（１１日） 

   内 容：県民が自主的に企画・運営を行った活動紹介、パネルデ

ィスカッション、ワークショップ、パネル展示等 

   出展数：１９企画 

（４）認知症介護セミナー（１１日） 

   ※福島県社会福祉協議会主催 

 

事業名 男女共生次世代交流会 

対象者 （１）県内で土木・建設を専攻、または土木・建設業に興味のある女子

学生 

（２）会津大学短期大学生 

内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若者世代を対象として、男女のライフステージなどのテーマで意見交

換会等を実施し、男女共同参画の考え方を学ぶ機会を提供した。 

（１）「ふくしま女性活躍応援事業～けんせつ・どぼく女子のいま、未

来～」 

開催日：平成２８年１１月２６日（土） 

内 容：①講演会「“けんせつ・どぼく女子”が輝く未来のために」 

 講師：麓 幸子氏（日経 BP ヒット総合研究所長・執行役

員、元日経ウーマン編集長） 

    ②意見交換会「ふくしま“けんせつ・どぼく女子”座談会」 

・基調講話講師：時弘 みどり氏（一般社団法人土木技術者

女性の会 副会長、清水建設） 

    ・グループワーク 

時弘氏及び県内の建設・土木業で活躍している女性をアド

バイザーとして迎え、働く際の様々な疑問点などについて

参加者同士で話し合った。 

 参加者：２００名 

（２）グループワーク「仕事とは自分にとってどのような意味があるの

か」 

開催日：平成２９年２月２日（木） 

会 場：会津大学短期大学部 

担 当：センター職員 

内 容：これまでの「キャリア開発論」のゲストスピーカーの話をふ

り返りながら、「自分にとって“働く”とはどのようなこと

か」について学生同士で話し合い、共有し、新たな気づきを



得た。 

参加者：６５名 

※会津大学短期大学部「キャリア開発論」の最終回として実施 

 

事業名 男女共同参画実践支援事業 

（男女共生を進めるための県民企画応援事業） ※自主 

対象者 県内で活動中または活動予定のグループ・団体 

内 容 県内の NPO 等のグループが主体となって自主的に企画・実施する

講座やワークショップ等を公募して、センターが企画・広報・チラシ

作成の協力、会場・設備等の提供、運営協力等の支援を行った。 

  採択件数：４件 

  採択企画（団体）： 

・「平成２８年度国際女性教育振興会福島県支部研修会」 (一般社

団法人国際女性教育振興会福島県支部) 

・「もっと知りたい! 女（ワタシ）のカラダ～自分のカラダとココ

ロを大切にするために～ 全国キャラバン２０１６」（ウィメン

ズセンター大阪） 

・「女性(わたし)の生き方セミナー・フォローアップ講座」（NPO
法人ウィメンズスペースふくしま） 

・「平成２８年度こおりやま思春期セミナー LGBT の家族と友人

をつなぐ会 in 東京理事 小林りょう子さん講演会」（こおりや

ま思春期サポーターの会） 

 

 


